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■2008 年刊行『入門 パラメータ設計』の続編 

パラメータ設計を含めたタグチメソッドに対する考え方を理解するには、基本機能に対す

る考え方や、２段階設計法の完全適用が考案された背景や理由を学ぶことが不可欠で

す。本書では、こうした部分に深く切り込むことで、「真のタグチメソッドの活用方法」を明ら

かにします。また、タグチメソッドを活用した技術開発や商品開発のあるべき姿のほか、タ

グチメソッドが企業（特に製造業）の利益創出に必須のものであることを解説します。 

 

■SN 比の式を自分で作ることができます  

数理的な難しい説明を避け、できるだけ実務で使うことを念頭においた説明を

することで、理解度をあげる工夫をしています。 

 

■基本機能の解説に力を入れています  

 基本機能について、世の中に明快に解説をしている本がありません。本書で

は、基本機能を考えなければならない理由、基本機能の定義も明快に説明してい

ます。また、色々と読者が考えられるように、例も多く掲載しています。 

 

■２段階設計法の完全適用       

 ２段階設計法の完全適用については、いまのパラメータ設計はこの方法しかな

いという点を理解でき、具体的なやり方を解説しています。また、それが使えない

仕事の時には、機能性評価が有効であるという点にもふれています。  


